薬物の使用等を助長する図書類等への対応策について総会資料２

現状と課題
諮問事項
大阪府薬物の濫用の防止に関する条例の制定（H24.10制定。H24.12施行）




○趣旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
薬物が濫用され被害が深刻化している状況を踏まえ、薬物の濫用を防止するため、府が必要な方策を定め、推進することにより、青少年をはじめとする府民の健康と第三者の安全や公の秩序を守り、健康な社会を実現することを目的とする。

○規制内容
　　薬事法が禁止する指定薬物とは別に、知事が府内において濫用又は濫用のおそれがある中枢神経系の興奮や幻覚等の作用を有すると認められる薬物を指定し、下記の事項を禁止する。

＜禁止行為＞
・製造、栽培、販売、授与
・使用する目的で所持
・販売・授与の目的で貯蔵・陳列
・使用
・使用場所の提供・あっせん

知事指定薬物の禁止行為に対して、違反者には罰則を科すこととしている。


※本条例の詳細については、別紙「総会資料２－２」を参照










○審議いただきたい項目
・青少年の健全な成長を阻害する有害な図書類として指定すべきか
・現行条例の有害な図書類の指定により個別指定できるか
・新たな指定要件を追加すべきか
・インターネット上の薬物関連サイトへの対応について


○論点
・表現の自由との関係
・自治体におけるインターネット対策の
[bookmark: _GoBack]有効性とその限界






【薬物の使用等を助長する図書類とインターネット上の状況】
○薬物の使用等を助長する図書類
◇薬物を摂取した場合の効用等を説明し、薬物使用の賛美やそそのかし、栽培方法等の記載があり、当該図書類を読んだ青少年が興味本位で薬物に手を出す懸念がある。
＜具体的な記載内容＞
・各種薬物（大麻、覚せい剤、違法ドラッグ等）の効用を記載し、使用することが特段悪いことではないことを強調し、使用することを賛美
・薬物の吸引方法や使用方法をイラスト入りで解説
・薬物の種の入手方法
・薬物の栽培方法や料理方法をイラスト入りで解説
・薬物使用等で逮捕されないためのテクニック

◇府内書店の陳列販売の状況　
　　府内の大型書店等において、「他都府県が指定した図書類」の陳列販売の状況を調査した。　　　　　　　
　　　　調査店舗数：３０店舗（府内の大型書店等）
　　　　陳列店舗数：　６店舗（他都府県が指定した４３冊のうち１１冊を確認）
　








◇他府県の有害図書指定の状況（平成24年９月現在）
有害図書指定した実績がある　　：１５／４７都道府県
有害図書指定した薬物関連書籍　：４３冊（延べ６８冊）

○インターネット上の流通・閲覧防止対策
◇インターネットホットラインセンター（ＩＨＣ）の運用状況
　　警察庁から業務委託を受けて(財)インターネット協会が運営しているインターネット・ホットラインセンター（ＩＨＣ）では、違法・有害情報の収集、警察庁への通報、プロバイダ等への削除依頼を行っている。（平成18年６月運用開始）











◇有害な図書類の指定（大阪府青少年健全育成条例第1３条）
第１項第３号
青少年の犯罪を著しく誘発するおそれがあり、青少年の健全な成長を阻害するもので、次に
掲げる基準に該当するもの
　　　イ　殺人、傷害、暴行、窃盗その他の刑罰法令に触れる行為を行うようそそのかすような表現をするものであること。
　　　ロ　殺人、傷害、暴行、窃盗その他の刑罰法令に触れる行為（これを直接の目的とする準備行為を含む。）の方法であって、青少年が模倣するおそれがあると認められるものを詳細かつ具体的に表現するものであること。

【薬物の使用等を助長する
図書類等への対応について】
暦年
通報情報


ＩＨＣによる薬物犯罪・規制薬物の
処理件数　


通報受理
件数





うち違法
情報







薬物犯罪・規制薬物
警察庁へ通報前に
削除済み




うち
犯罪の実行又は濫用を公然、あおり、又は
唆す行為
うち広告

警察庁へ
通報
うちプロバイダ等へ削除依頼









うち削除完了
H21
130,586
27,751
5
（３）
2,555
（９７）
114
2,346
2096
1280
H22
175,956
35,016
188
（１０）
4,469
（２６７）
91
4,289
2,250
1,405
H23
176,254
36,573
２５３
（１０）
9,601
（3,170）
29
6,645
5,381
770
※（　）内はうち海外ｻｰﾊﾞｰ



